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桓
武
天
皇
の
遺
命
に
よ
り
て
、
わ
が
国
に
残
る
薬
方
を
ま
と
め

た
「
大
同
類
聚
方
』
は
、
偽
書
で
あ
る
と
謂
わ
れ
て
久
し
い
。
そ

の
源
は
、
佐
藤
方
定
が
天
保
二
年
に
刊
行
し
た
「
奇
魂
』
に
あ
る
。

そ
の
中
で
佐
藤
は
、
天
保
二
年
ま
で
に
目
に
し
た
『
大
同
類
聚
方
」

の
流
布
本
・
印
本
に
対
し
て
八
つ
の
疑
問
点
を
あ
げ
て
『
大
同
類

聚
方
」
を
偽
書
と
断
定
し
て
い
る
。

富
士
川
瀞
が
「
日
本
医
学
史
』
（
明
治
三
七
年
刊
）
を
ま
と
め
る

際
に
、
佐
藤
の
『
奇
魂
』
を
重
視
し
、
そ
の
説
を
全
面
的
に
採
用

し
た
こ
と
で
、
偽
書
説
が
不
動
の
も
の
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
佐

藤
自
身
は
、
欠
字
の
な
い
『
大
同
類
聚
方
（
延
喜
本
・
寮
本
）
』
を
嘉

永
元
年
に
発
見
し
て
い
る
。
佐
藤
は
、
そ
れ
を
勅
撰
真
本
と
認
定

し
、
「
勅
撰
真
本
大
同
類
聚
方
」
と
命
名
し
て
、
安
政
三
年
よ
り
刊

行
を
始
め
て
い
る
。
こ
の
事
を
富
士
川
や
そ
の
後
の
研
究
者
は
認

識
し
て
い
な
い
。
そ
れ
故
、
佐
藤
の
発
見
し
た
『
大
同
類
聚
方
』

27

大
伴
家
持
が
献
上
し
た
薬
方後

藤
志
朗

の
検
討
な
し
に
は
、
真
偽
の
判
定
は
出
来
な
い
・

筆
者
は
、
そ
の
検
討
作
業
の
一
環
と
し
て
、
「
「
勅
撰
真
本
大
同

類
聚
方
」
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
四
三
巻
一
号
）
・
「
新
発

見
「
大
同
類
聚
方
」
に
関
す
る
大
同
三
年
五
月
三
日
の
詔
文
」
（
同

四
五
巻
二
号
）
・
「
佐
藤
方
定
の
発
見
し
た
「
大
同
類
聚
方
（
延
喜

本
・
寮
本
）
』
の
上
表
文
に
つ
い
て
」
（
同
四
六
巻
二
号
）
、
「
日
本
最

古
の
医
薬
害
『
大
同
類
聚
方
』
の
謎
」
（
「
古
代
出
雲
の
薬
草
文
化
」

出
帆
新
社
二
○
○
○
年
）
を
発
表
し
て
き
た
。

佐
藤
の
発
見
し
た
『
大
同
類
聚
方
（
延
喜
本
・
寮
本
）
』
に
は
、
八

○
七
の
薬
方
が
収
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
の
一
三
三
が
朝
家
に

献
上
さ
れ
た
薬
方
で
あ
る
。

『
万
葉
集
』
の
編
蟇
に
関
与
し
た
大
伴
家
持
の
献
上
薬
が
、
百

之
巻
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

高
千
穗
藥
大
伴
宿
禰
家
持
所
上
之
方

精
神
雲
通
鶏
於
保
々
志
奇
者
珂
用
方

又
能
津
迦
離
仁
裳
良

禰
那
之
二
分
與
路
悲
玖
嵯
二
分

美
他
加
羅
五
分
満
津
寳
登
三
分

紀
波
汰
一
分
佐
禰
能
美
二
分
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研
天
壺
仁
容
礼
土
中
迩
百
日
餘
埋
置
堀
出
耶
満

津
以
母
乃
汁
示
煉
板
二
附
乾
又
粉
示
為
昼
用

処
方
名
の
高
千
穂
は
、
「
万
葉
集
』
四
四
六
五
（
巻
二
○
）
の
家

持
の
「
族
に
嗽
す
歌
」
に
見
え
る
文
字
で
、
大
伴
の
遠
祖
が
、
天

皇
の
祖
に
し
た
が
っ
て
天
降
り
し
た
場
所
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

「
精
神
」
と
い
う
文
字
は
、
「
大
同
類
聚
方
（
延
喜
本
・
寮
本
こ
の
中

で
も
、
こ
の
薬
方
に
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い
特
殊
な
単
語
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
精
神
」
は
、
『
万
葉
集
」
四
○
一
五
（
巻
一
七
）
の
家
持

の
歌
の
左
注
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
、
わ
が
国

で
使
用
さ
れ
た
最
も
古
い
例
で
あ
る
。

日
本
語
を
表
記
す
る
た
め
に
、
漢
字
の
字
音
や
字
訓
を
利
用
し

て
表
音
的
に
用
い
た
の
が
、
万
葉
仮
名
で
あ
る
。
奈
良
時
代
の
大

和
地
方
で
は
、
甲
類
・
乙
類
の
区
別
の
あ
っ
た
音
が
、
平
安
時
代

家
持
の
献
上
薬
に
用
い
ら
れ
て
い
る
万
葉
仮
名
表
記
の
「
能
津

迦
離
」
の
能
は
、
乙
類
の
ノ
で
、
読
み
下
し
は
、
「
荷
鎖
り
」
と
な

る
。
他
の
「
之
・
能
・
乃
」
は
、
格
助
詞
の
ノ
で
正
し
く
用
い
ら

れ
て
い
る
。
大
伴
家
持
が
「
万
葉
集
」
で
用
い
た
単
語
が
、
こ
の

献
上
薬
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
万
葉
仮
名
も
正
格
に
用
い
ら
れ

和
地
方
で
は
、
甲
類
・
↓

に
は
一
つ
に
合
流
す
る
。

て
い
る
。

こ
の
薬
は
、
今
風
に
い
え
ば
、
精
神
的
・
肉
体
的
な
疲
労
の
回

復
に
用
い
る
強
壮
剤
で
あ
る
。

万
葉
歌
人
で
も
あ
る
父
・
大
伴
旅
人
や
父
の
友
・
山
上
憶
良
が
、

病
気
で
苦
し
む
姿
を
目
に
し
て
い
た
家
持
は
、
人
一
倍
病
気
治
療

に
関
心
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
薬
方
を
大
伴
家

持
が
、
光
仁
天
皇
に
献
上
し
た
と
認
識
し
て
も
お
か
し
く
な
い
。

そ
し
て
、
佐
藤
方
定
が
発
見
し
た
『
大
同
類
聚
方
（
延
喜
本
・
寮

本
）
」
を
、
佐
藤
自
身
が
勅
撰
真
本
と
認
め
た
こ
と
も
納
得
で
き
る

の
で
あ
る
。

（
平
塚
市
）


